
（１）　平成１７年１０月号

�
�
�
�
�
�
�

～第４３回町民体育祭～
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１～２面　平成１６年度決算リポート
３～４面　第４３回町民体育祭
６～７面　衆議院議員選挙結果／県議会災害視察／
　　　　　子牛セリ市／奄美ミュージアム人材育成事業
　　　　　／「８０２０運動」で表彰ほか
８～１０面　まちの話題／保健師だより／
　　　　　島の食材でクッキング
　　１１面　水道施設の修繕費用について／
　　　　　国民年金だより
１２～１３面　お知らせ
　　１４面　教育委員会のとびら
　　１５面　喜界歌壇／わが家のアイドル／
　　　　　戸籍の窓ほか
　　１６面　町民体育祭スナップ集

今月の紙面



平成１７年１０月号　（２）

平成１６年度歳入決算額 

自主財源 
　　１，０９０，３８７ 
　　　　１８．０％ 

依存財源 
４，９５１，１６５ 
８２．０％ 

地方交付税 
２，８４１，１６１ 
４７．０％ 

町債 
８３３，０００ 
１３．８％ 

県支出金 
５６１，５０８ 
９．３％ 

国庫支出金 
４５３，６９９ 
７．５％　 

町税 
４８９，２５２ 
８．１％ 繰入金 

３３８，５０３ 
５．６％ 

その他 
２６１，７９７ 
４．３％ 

その他 
２６２，６３２ 
４．３％ 

歳入決算額 
６，０４１，５５２千円 

使用料及び手数料８６，６５９ 
繰越金　　　　　４２，８４５ 
諸収入　　　　　６０，０３８ 
分担金及び負担金４１，８６０ 
財産収入　　　　２９，４０１ 
寄付金　　　　　　１，８２９ 

緊急地方道路整備交付金４２，０００ 
地方譲与税　　　　　　９２，５５０ 
地方消費税交付金　　　８１，１６８ 
自動車取得税交付金　　２２，８１０ 
地方特例交付金　　　　１６，３４９ 
利子割交付金　　　　　　５，１６１ 
交通安全対策特別交付金　１，１７１ 
配当割交付金　　　　　　　２８５ 
株式等譲渡所得割交付金　　３０３ 
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平成１６年度歳出決算（性質別） 

人件費 
１，２７０，２８３ 
２２．０％ 義務的経費 

　　２，４５６，４６６ 
　　　　４２．６％ 

その他の経費 
１，８７９，５９８　　　 
３１．０％　　　　　 

投資的経費 
　１，５７８，９２６ 
　　　　２７．４％ 

扶助費 
９０２，２０７ 
１５．６％ 

普通建設事業費 
１，５７１，４５４ 
２７．３％ 

物件費 
７３１，３３７ 
１２．７％ 

繰出金 
５０９，３３２ 
８．８％ 

補助費等 
４０２，４３０ 
７．０％ 

公債費 
２８３，９７６ 
４．９％ 

維持補修費　　３０，２２５ 
投資及び出資金　２，７１０ 
貸付金　　　　　１５６ 
計　３３，０９１　０．６％ 

積立金 
５４，０７７ 
０．９％ 

災害復旧事業費 
７，４７２ 
０．１％ 

歳出決算額 
５，７６５，５０３千円 
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平
成
十
六
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の

決
算
が
こ
の
ほ
ど
、
九
月
議
会
で
承
認
さ
れ
た
。

一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
六
十
億
四
千
百
五

十
五
万
二
千
円
、
歳
出
決
算
額
は
五
十
七
億
六

千
五
百
五
十
万
三
千
円
。
形
式
収
支
は
二
億
七

千
六
百
四
万
九
千
円
の
黒
字
だ
が
、
翌
年
度
へ

の
繰
越
金
や
昨
年
度
の
実
質
収
支
額
な
ど
を
差

し
引
い
た
単
年
度
の
実
質
収
支
は
、
六
千
三
百

五
十
九
万
八
千
円
の
赤
字
と
な
っ
た
。
実
質
単

年
度
収
支
の
赤
字
は
三
年
連
続
。
地
方
交
付
税

も
五
年
連
続
の
減
額
で
、
以
前
厳
し
い
財
政
運

営
が
続
い
て
い
る
。

◇
一
般
会
計

　

昨
年
度
の
歳
入
は
六
十
億
四
千

百
五
十
五
万
二
千
円
。
歳
入
の
四

七
％
を
占
め
る
地
方
交
付
税
は
二

十
八
億
四
千
百
万
円
で
対
前
年
比

二
・
七
％
、
七
千
九
百
万
円
余
り

減
額
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
最
も

多
か
っ
た
平
成
十
一
年
度
と
比
較

す
る
と
約
六
億
一
千
万
円
の
減
少

と
な
っ
た
。

　

町
税
は
三
年
ぶ
り
の
増
収
で
四

億
八
千
九
百
万
円
。
町
民
税
二
億

千
八
百
万
円
、
固
定
資
産
税
一
億

九
千
百
万
円
、
軽
自
動
車
税
千
九

百
万
円
、
た
ば
こ
税
五
千
九
百
万

円
。
収
入
未
済
額
は
三
千
九
百
万

円
余
り
だ
っ
た
。

　

県
支
出
金
は
農
林
水
産
業
費
県

補
助
金
が
事
業
の
減
に
よ
り
前
年

度
よ
り
約
三
億
五
千
万
円
の
減

額
。
繰
入
金
は
庁
舎
建
設
の
た
め

約
二
億
千
万
円
増
加
し
た
。　

　

歳
出
は
目
的
別
で
見
る
と
、
総

務
費
が
庁
舎
建
設
関
係
で
約
九
千

三
百
万
円
の
増
、
衛
生
費
も
水
環

境
課
の
新
設
で
約
三
千
二
百
万
円

増
、
諸
支
出
金
は
診
療
所
の
増
築

に
約
六
千
万
円
を
繰
り
出
し
た
た

め
前
年
度
よ
り
約
二
千
三
百
万
円

増
え
た
。

　

性
質
別
で
見
る
と
人
件
費
や
普

通
建
設
事
業
、
維
持
補
修
費
、
積

立
金
な
ど
十
二
項
目
中
九
項
目
が

減
額
。
前
年
よ
り
支
出
が
増
え
た

の
は
扶
助
費
と
災
害
復
旧
費
、
繰

出
金
だ
け
だ
っ
た
。

　

単
年
度
収
支
か
ら
実
質
的
な
黒

字
額
、
赤
字
額
を
反
映
し
た
実
質

単
年
度
収
支
は
、
昨
年
度
も
六
千

三
百
五
十
九
万
八
千
円
の
マ
イ
ナ

ス
と
、
三
年
連
続
の
赤
字
と
な
っ
た
。

　

財
政
の
弾
力
化
を
示
す
経
常
収

支
比
率
は
八
九
％
、
起
債
制
限
比

率
、
公
債
費
比
率
は
や
や
改
善
し

た
。（
別
表
２
）

◎
主
な
財
政
用
語

◆
経
常
収
支
比
率　

　

町
税
や
地
方
交
付
税
、
地
方
譲

与
税
等
の
経
常
的
な
収
入
の
一
般

財
源
が
、
人
件
費
、
扶
助
費
、
公

債
費
の
義
務
的
性
格
の
経
常
経
費

に
ど
の
程
度
充
当
さ
れ
て
い
る
か

を
み
る
。
経
常
経
費
に
充
当
し
た

経
常
一
般
財
源
の
残
り
の
部
分
が

大
き
い
ほ
ど
、
臨
時
の
財
政
需
要

に
対
し
て
余
裕
を
持
つ
こ
と
に
な

り
、
財
政
構
造
に
弾
力
性
が
あ
る

こ
と
を
意
味
す
る
。

平成１６年度 決算リポート



（３）　平成１７年１０月号

◆
町
債
＝
町
が
財
政
不
足
を

補
う
た
め
長
期
に
わ
た
り
借

り
入
れ
る
借
入
金
（
一
般
家

庭
で
い
え
ば
家
を
つ
く
る
た

め
の
ロ
ー
ン
な
ど
）。

◆
公
債
費
比
率
＝
そ
の
年
度

の
公
債
費
（
借
金
返
済
）
の

一
般
財
源
に
占
め
る
割
合
。
こ
の

比
率
が　

％
を
超
え
な
い
こ
と
が

１０

望
ま
し
い
。

◆
起
債
制
限
比
率
＝
地
方
債
（
町

債
）
の
許
可
を
制
限
す
る
指
標
。

町
債
が
多
額
に
の
ぼ
る
と
財
政
を

圧
迫
す
る
た
め
、
過
去
三
年
間
の

比
率
の
平
均
が　

％
を
超
え
る
と

２０

一
定
の
制
限
を
受
け
る
。

◆
繰
出
金
＝
特
別
会
計
の
歳
入
不

足
の
た
め
一
般
会
計
か
ら
出
し
た

お
金
（
諸
支
出
金
）。

◆
財
政
力
指
数
＝
県
や
市
町
村
の

財
政
力
を
示
す
指
数
と
し
て
用
い

ら
れ
る
。
１
に
近
く
、
あ
る
い
は

１
を
超
え
る
ほ
ど
財
源
に
余
裕
が

あ
る
と
さ
れ
る
。

◆平成１６年度末地方債（借金）残高
　昨年度は新たに８億３３００万円を借り
入れ、９億２１２万円余りを返済した。
起債（借金）残高は７６億４２０２万８千円。
◆平成１６年度末基金（貯金）残高
　昨年度は９４８５万３千円を取り崩し、
基金残高は３１億５０８４万８千円となっ
た。（決算書より）

◆一般会計
地方公共交通特別対策事業補助金　４０，１８２，０００円
鹿児島・喜界・知名航路運営基金負担金
 １０，０００，０００円
庁舎建設設計委託料 ２３，９２４，０００円
　 〃 　工事請負費 １９２，０１５，０００円
減債基金積立金 ５２，４８１，２４２円
身体障害者療護施設支援費 ２２，７９５，３００円
重度心身障害者医療費助成金 １８，２８６，７８６円
知的障害者更生施設入所支援費 １０１，１１１，４５０円
知的障害者更生施設通所支援費 １５，４６８，６００円
老人保健事業諸検診業務委託料 ２９，０９１，７０８円
児童手当 　４１，２６０，０００円
廃棄物収集及び運搬業務委託料 ２４，５５２，０００円
焼却灰搬出処理委託料 　１７，１５８，１０２円
浄化槽設置整備事業補助金 １６，５９４，０００円
農業生産総合対策事業補助金 １６，０８３，０００円
農業開発組合赤字補填助成金 １４，４００，０００円
効率的飼料生産促進事業補助金 ９，０６４，０００円
かごしま園芸タウン条件整備事業　１２，２８４，０００円
県営畑地帯総合整備（担い手育成型）事業負担金
 １６３，２５３，７９４円
喜界土地改良区助成金 　１３，２１５，０００円
国営かんがい排水事業負担金 　２８５，８８０，１３１円
団体営中山間地域総合整備事業 　９４，２１０，０００円
過疎基幹農道付替工事 　２８，４５５，０００円
荒木漁港地域水産物供給基盤整備事業
 　 １９３，７００，０００円
荒木漁港環境整備事業 　４５，２００，０００円
空港臨海公園管理委託料 　１７，５５０，０００円
城久坂嶺線道路改良舗装 　５１，４４５，０００円
喜界島港（手久津久・志戸桶）改修工事
 １９０，０５０，０００円
大島地区消防組合負担金 　１５２，２４４，０００円
小学校パソコンリース料 　１２，３５１，７８０円
中学校パソコンリース料 　１８，５５２，５４０円
町債元金償還金 　７０５，３８７，０８７円
町債利子償還金 　１９６，７３７，８０４円
老人保健事業特別会計繰出金 　９１，３１７，５３４円
国民健康保険事業　〃　 １２４，４１５，３８３円
介護保険事業　〃　 １２５，３４２，５７４円
直営診療施設勘定　〃　 ２２，２２７，９０３円
直営診療施設勘定　〃（建設費分） ６１，１５２，７１２円
公共下水道事業　　〃　 ３６，１８４，０８５円
老人福祉施設事業　〃　 ４５，２２６，１０１円
◆簡易水道事業
手久津久地区基幹改良事業工事費　３７，６４１，０００円
取水施設送水管工事費 　３００，０２０，０００円
町債元金償還金 　１６，４２４，８７２円
町債利子償還金 　２６，０４２，３８６円
◆農業集落排水事業
町債元金償還金 　４０，０３３，５３１円
町債利子償還金 　１３，０２６，９０３円
◆公共下水道事業
設計委託料 　２２，０５０，０００円
汚水幹線敷設等工事 　５１９，４１３，５００円

〈別表４〉一般・特別会計の主な支出

（決算統計より）〈別表２〉各財政指数

起債制限比率公債費比率経常収支比率実質収支比率財政力指数年度
１２．４１５．９８６．７０．４０．１４１２
１２．１１５．８８８．３１．２０．１５１３
１１．３１４．０８９．４２．２０．１６１４
１０．９１４．７８８．９１．９０．１６１５
１０．１１２．４８９．００．７０．１６１６

１５％ 以 上
注意

１５％以上注意
２０％以上危険

７０～８０％程度
が標準的

３～５％程度
が望ましい

１に近い
ほど良い標準値

（単位：千円）〈別表１〉一般会計の収支状況

Ｈ１６Ｈ１５　　　　　　　　　　　年度区分　　　　　　　　　　　
６，０４１，５５２６，１３５，５７６歳入総額　　　　　　　　　　　Ａ
５，７６５，５０３６，０４８，７３１歳出総額　　　　　　　　　　　Ｂ
２７６，０４９８６，８４５形式収支額（Ａ－Ｂ）　　　　　Ｃ
２５３，５２３１４０翌年度への繰越　　　　　　　　Ｄ

②　２２，５２６①　８６，７０５実質収支（Ｃ－Ｄ）　　　　　　Ｅ
△ ６４，１７９１０，２８２単年度収支（②－①）　　　　　Ｆ

５８１９５５積立金　　　　　　　　　　　　Ｇ
００繰上償還金　　　　　　　　　　Ｈ
０６７，８３１積立金取崩し額　　　　　　　　Ｉ

△ ６３，５９８△ ５６，５９４実質単年度収支（Ｆ＋Ｇ＋Ｈ－Ｉ）
（決算書より）

（単位：千円）〈別表３〉平成１６年度歳入歳出決算額

決算額
会　計　別

差引残額支出済額収入済額
２７６，０４９５，７６５，５０３６，０４１，５５２一　般　会　計
２２，６６３９５５，８８９９７８，５５２国民健康保険（事業勘定）

特　

別　

会　

計

０３６７，０２７３６７，０２７国民健康保険（直診勘定）
５６１，２００，２７６１，２００，３３２老人保健事業

１９，７３８７７６，５９９７９６，３３７介護保険事業
０４５９，２７８４５９，２７８老人福祉施設事業

２０，２８６４９３，５４０５１３，８２６簡易水道事業
６９７１，３６７２，０６４屠畜場事業
０６２，４５５６２，４５５農業集落排水事業

６，３４０５９４，９１０６０１，２５０公共下水道事業
３４５，８２９１０，６７６，８４４１１，０２２，６７３合　計



平成１７年１０月号　（４）

上
嘉
鉄
、
終
盤
に
底
力
発
揮

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
は
志
戸
桶
が
制
す

　「燃える心に輝く瞳　老いも若きも　新
たなるスタート」の大会スローガンの下、
第４３回町民体育祭が１０月９日、総合グラ
ウンドで行われ、Ａブロック総合は接戦
の末、上嘉鉄校区、Ｂブロックは志戸桶校
区が制した。２位は湾Ａ、３位は湾Ｂ（赤
連・池治）だった。

●第４３回町民体育祭●

▲２年ぶりの優勝を果たした
上嘉鉄校区 来

年
は
３
チ
ー
ム
が

Ａ
、
Ｂ
入
れ
替
え

　

今
年
の
町
民
体
育
祭
は
序

盤
、
例
年
と
は
違
う
展
開
と

な
っ
た
。

　

序
盤
五
種
目
を
終
了
し
た
時

点
で
の
ト
ッ
プ
は
滝
川
校
区
。

新
種
目
め
ざ
せ
！
ホ
ー
ル

イ
ン
・
ワ
ン
や
ナ
イ
ス
！

ス
ト
ラ
イ
ク
、
玉
入
れ
で

二
位
に
入
り
、
四
十
五
点

で
ダ
ン
ト
ツ
の
首
位
。
二

位
は
二
十
八
点
で
坂
嶺
、

三
位
上
嘉
鉄
と
続
い
た
。

　

百
�
走
で
は
湾
Ａ
が
挽

回
し
、
二
位
に
浮
上
。
し

か
し
、
滝
川
も
十
四
レ
ー
ス
中
五

レ
ー
ス
を
欠
場
し
な
が
ら
も
首
位

を
キ
ー
プ
。
ト
ッ
プ
滝
川
六
十
九

点
、
湾
Ａ
六
十
三
点
、
坂
嶺
六
十

一
点
と
続
く
。　

午
前
最
終
種

目
、
年
代
別
リ

レ
ー
で
は
湾
Ａ
、

上
嘉
鉄
が
強
さ
を

発
揮
。
総
合
得
点

▲　
　
　
　
　
　
　

落
ち
着
い
た
選
手
宣

誓
で
大
役
を
果
た
し

た
湾
Ａ
の
古
沼
寛
之

選
手

炬
火
点
火
は
都
伸
也
く
ん

（
湾
Ａ
）。高
校
男
子
１
０
０

ｍ
で
は
素
晴
ら
し
い
走
り
を

見
せ
優
勝
し
た

▲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
一
気
に
他
を
突
き
放
す
。
午
前

中
を
終
了
し
て
ト
ッ
プ
は
湾
Ａ
百

十
一
点
、
二
位
上
嘉
鉄
百
点
、
三

位
湾
Ｂ
九
十
点
と
例
年
通
り
の
三

校
区
が
上
位
に
上
が
っ
て
き
た
。

　

午
後
も
湾
Ａ
、
上
嘉
鉄
が
激
し

い
レ
ー
ス
を
展
開
。
湾
Ａ
は
放
と

う
ボ
ー
ル
を
と
る
が
、
上
嘉
鉄
は

千
五
百
�
、
綱
引
き
、
安
全
運
転

を
制
し
湾
Ａ
と
の
差
を
一
点
差
と

す
る
と
、
む
か
で
競
走
で
も
ト
ッ

プ
を
と
り
一
気
に
逆
転
。
そ
の
差

五
点
で
、
最
終
種
目
混
成
リ
レ
ー

に
優
勝
の
行
方
は
託
さ
れ
た
。

　

ま
ず
、
混
成
リ
レ
ー
女
子
を
制

し
た
の
は
湾
Ａ
。
こ
の
時
点
の
得

点
は
上
嘉
鉄
百
五
十
二
点
、
湾
Ａ

百
五
十
一
点
と
わ
ず
か
一
点
差
。

勝
敗
の
行
方
は
男
子
に
委
ね
ら
れ

た
。
混
成
リ
レ
ー
は
小
学
生
か
ら

五
十
歳
代
ま
で
七
人
が
バ
ト
ン
を

つ
な
ぐ
。
上
嘉
鉄
は
第
三
走
者
の

富
田
健
太
（
高
校
生
）
が
ト
ッ
プ

に
出
る
と
そ
の
ま
ま
首
位
を
死

守
。
最
終
走
者
・
榮
哲
治
は
人
差

し
指
で
「
一
番
」
を
ア
ピ
ー
ル
し

な
が
ら
ゴ
ー
ル
の
テ
ー
プ
を
切

り
、
二
年
ぶ
り
の
優
勝
を
決
め

た
。
湾
Ａ
は
混
成
リ
レ
ー
三
位
に

終
わ
り
、
十
四
年
ぶ
り
の
優
勝
は

夢
と
消
え
た
。

　

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
の
部
は
二
ブ
ロ
ッ

ク
制
に
移
行
し
た
平
成
九
年
以

来
、
八
年
ぶ
り
に
志
戸
桶
校
区
が

優
勝
。
坂
嶺
、
滝
川
校
区
も
好
成

績
を
残
し
、
来
年
は
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

に
上
が
る
。
早
町
、
荒
木
、
湾
Ｃ

校
区
は
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
に
ま
わ
る
こ

と
に
な
り
、
新
種
目
の
採
用
が
得

点
結
果
に
大
き
く
反
映
し
た
と
い

え
る
。

　

ま
た
、
千
五
百
�
走
高
校
・
一

般
男
子
で
は
上
嘉
鉄
の
前
島
隆
太

選
手
が
大
会
新
記
録
を
記
録
、
双

子
の
兄
弟
・
将
太
選
手
と
の
ワ
ン

ツ
ー
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
を
飾
っ
た
。

　

炬
火
点
火
は
今
年
の
大
島
地
区

大
会
高
校
男
子
百
�
優
勝
の
都
伸

也
く
ん（
湾
Ａ
）。
こ
の
日
も
高
校

男
子
百
�
で
一
位
と
力
を
発
揮
し

た
。
選
手
宣
誓
は
湾
Ａ
の
古
沼
寛

之
く
ん
が
、
落
ち
着
い
た
表
情
で

大
役
を
果
た
し
た
。

　

得
点
種
目
以
外
で
は
、
幼
稚
園

児
の
遊
戯
、
婦
人
会
の
マ
ス
ゲ
ー

ム
、
高
齢
者
の
敬
老
音
頭
、
中
高

校
生
の
相
撲
体
操
、
八
月
踊
り
が

あ
り
、
こ
の
日
に
備
え
練
習
し
た

成
果
を
披
露
し
た
。

　

ま
た
職
域
リ
レ
ー
に
は
四
十
二

チ
ー
ム
が
参
加
。揃
い
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
で
そ
れ
ぞ
れ
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
繰
り
広
げ
、
観
客
の
声
援
や
笑

い
を
誘
っ
て
い
た
。　



（５）　平成１７年１０月号

第４３回町民体育祭各種目記録
●めざせホールインワン

１９打坂　　　嶺１位
２０打滝　　　川２位
２０打湾　　　Ａ３位

●１５００�走中学男子
４分４６秒１上嘉鉄重野　修平１位
４分４７秒２滝　川安岡　泰平２位
４分４９秒６湾　Ａ富田　和範３位

●８００�走中学女子
２分４２秒６湾　Ａ美代奈津実１位
２分４３秒１坂　嶺上栫美寿紀２位
２分４８秒５荒　木藤崎　由実３位

●ナイス！ストライク
１分３３秒３志 戸 桶１位
１分３９秒０滝 川２位
１分４５秒８湾 Ｂ３位

●玉入れ
３７個上 嘉 鉄１位
３６個滝 川２位
３４個湾 Ｃ３位
３４個湾 Ｂ〃
３４個早 町〃

●１００�走小学校女子
１６秒２湾 Ｂ松村　清来１位
１６秒９小野津河上　恵美２位
１７秒０湾 Ａ住岡　尚美３位

●１００�走小学校男子
１５秒２湾 Ｃ松元　翔太１位
１６秒４湾 Ａ龍田　　翔２位
１６秒５早 町若松　　雄３位

●１００�走中学校女子
１６秒３志戸桶吉岡　里菜１位
１６秒４小野津喜浦佳奈子２位
１６秒４荒 木久保　美貴３位

●１００�走中学校男子
１３秒３滝 川安岡　泰平１位
１３秒８湾 Ｃ久野　祐紀２位
１３秒８早 町川村　功輝３位

●１００�走高校女子
１５秒４坂 嶺上間　笑菜１位
１５秒５湾 Ａ美代明日香２位
１５秒５荒 木碇山　直美３位

●１００�走高校男子
１２秒６湾 Ａ都　　伸也１位
１２秒６上嘉鉄富田　健太２位
１２秒８湾 Ｂ向井　武朗３位

●１００�走２０歳代女子
１６秒０湾 Ｂ麓　　順子１位
１６秒６坂 嶺福永　綾乃２位
１６秒８湾 Ａ中村美夕紀３位

●１００�走２０歳代男子
１３秒５湾 Ａ横山　健太１位
１３秒５早 町岩元　次宝２位
１３秒６荒 木碇山　貴文３位

●１００�走３０歳代女子
１６秒９上嘉鉄廣瀬　信子１位
１７秒１早 町上島　仁美２位
１７秒１湾 Ａ重村しのぶ３位

●運俵リレー
４２秒２志 戸 桶１位
４３秒４荒 木２位
４４秒０湾 Ａ３位

●二人仲良く
４１秒５湾 Ｂ１位
４２秒１湾 Ａ２位
４３秒６湾 Ｃ３位

●放とうボール
３分１７秒５湾 Ａ１位
３分２７秒５上 嘉 鉄２位
３分３５秒４小 野 津３位

●１５００�走高校・一般男子
※４分３４秒０上嘉鉄前島　隆太１位
４分３９秒８上嘉鉄前島　将太２位
４分４１秒１湾 Ｃ三浦　功世３位

●綱引き
上 嘉 鉄１位
荒 木２位
早 町３位
志 戸 桶〃

●安全運転
１分３６秒９上 嘉 鉄１位
１分４９秒４湾 Ｂ２位
１分５０秒４湾 Ａ３位

●むかで競走
１分１０秒０上 嘉 鉄１位
１分２２秒４湾 Ｂ２位
１分２９秒１湾 Ｃ３位

●混成リレー女子
１分３３秒８湾 Ｂ１位
１分３６秒７湾 Ａ２位
１分３９秒５坂 嶺３位

●混成リレー男子
２分１８秒１上 嘉 鉄１位
２分２０秒８湾 Ｃ２位
２分２０秒９湾 Ａ３位

●男女総合順位
Ａブロックの部

１６０上 嘉 鉄１位
１５５湾 Ａ２位
１３１湾 Ｂ３位
９８早 町４位
８９荒 木５位
８２湾 Ｃ６位

Ｂブロックの部
１１１志 戸 桶１位
１０２坂 嶺２位
１００滝 川３位
７３小 野 津４位
４８阿 伝５位

●躍進賞　　　今年－去年
１００－５４４６滝 川１位
１１４－８３３１志 戸 桶２位
１０２－８０２２坂 嶺３位

●応援合戦
１２３上 嘉 鉄１位
１２１湾 Ｂ２位
１０９湾Ａ・早町３位

●１００�走３０歳代男子
１３秒０坂 嶺小森　誠喜１位
１３秒５上嘉鉄澄田　直敏２位
１３秒５湾 Ｂ奥山　嘉邦３位

●１００�走４０歳代女子
１６秒１湾 Ｂ園田　久子１位
１８秒０荒 木豊島　淳子２位
１８秒２早 町桜井　令子３位

●１００�走４０歳代男子
１３秒８志戸桶向井　康治１位
１４秒２上嘉鉄岡本　道也２位
１４秒５坂 嶺上栫　久伸３位

●１００�走５０歳代男子
１５秒２早 町白田　俊幸１位
１５秒７滝 川嶺　　義久２位
１５秒９上嘉鉄榮　　哲治３位

●５０�走６０歳代男子
８秒５湾 Ａ岩井　博人１位
８秒５志戸桶渡部　福治２位
８秒８上嘉鉄福岡　功彦３位

●輪投げ
１分１０秒４湾 Ｂ１位
１分１３秒７湾 Ａ２位
１分１３秒９上 嘉 鉄３位

●４００�リレー小学校女子
１分０７秒７湾 Ａ１位
１分０９秒８上 嘉 鉄２位
１分０９秒９湾 Ｂ３位

●４００�リレー小学校男子
１分０５秒０湾 Ａ１位
１分０６秒６湾 Ｂ２位
１分０８秒９上 嘉 鉄３位

●４００�リレー中学校女子
１分０３秒３湾 Ａ１位
１分０５秒９小 野 津２位
１分０６秒０上 嘉 鉄３位
１分０６秒０志 戸 桶〃

●８００�リレー中学校男子
１分５４秒３湾 Ｃ１位
１分５５秒６湾 Ｂ２位
１分５８秒２湾 Ａ３位

●４００�リレー高校女子
１分００秒１湾 Ａ１位
１分０１秒８上 嘉 鉄２位
１分０２秒３早 町３位

●８００�リレー高校男子
１分４３秒６上 嘉 鉄１位
１分４４秒３湾 Ａ２位
１分４８秒１志 戸 桶３位

●４００�リレー青年女子
１分０３秒５湾 Ｂ１位
１分０６秒５早 町２位
１分０６秒５上 嘉 鉄３位

●８００�リレー青年男子
１分５０秒１上 嘉 鉄１位
１分５２秒５志 戸 桶２位
１分５２秒８湾 Ａ３位

◆湾Ａ＝湾　湾Ｂ＝赤連・池治　湾Ｃ＝中里・川嶺・羽里・山田　※新記録



平成１７年１０月号　（６）

　●
 

衆
議
院
議
員
総
選
挙
＆
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
　●
 

　

衆
議
院
議
員
総
選
挙
お
よ
び
最

高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
が
九

月
十
一
日
あ
り
、
喜
界
町
で
も
午

前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
、
九

つ
の
会
場
で
投
票
が
行
わ
れ
た
。

　

有
権
者
数
は
七
千
百
十
二
人
で

投
票
者
数
六
千
六
十
七
人
、
投
票

率
は
八
五
・
三
一
％
（
前
回
八
八
・

五
一
％
、
△
三
・
二
ポ
イ
ン
ト
）。

そ
の
中
で
期
日
前
投
票
を
し
た
有

権
者
は
、
千
九
百
八
十
四
人
だ
っ

た
。

　

開
票
作
業
は
午
後
八
時
か
ら
役

場
会
議
室
で
行
わ
れ
、
午
後
十
時

に
小
選
挙
区
鹿
児
島
二
区
（
喜
界

町
）
各
候
補
者
の
得
票
数
が
確
定

し
た
。
ま
た
、
比
例
区
は
午
後
十

一
時
三
分
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官

国
民
審
査
も
午
後
十
一
時
十
八
分

ま
で
に
確
定
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
。

◇
小
選
挙
区
（
鹿
児
島
２
区
）

・
打
越
あ
か
し　
　
　

６
０
４
票

・
徳
田
た
け
し　
　

３
９
４
５
票

・
そ
の
だ
修
光　
　

１
４
３
６
票

◇
比
例
区
各
政
党
得
票
数

・
国
民
新
党　
　
　
　

２
４
２
票

・
民
主
党　
　
　
　

１
５
５
８
票

・
自
由
民
主
党　
　

１
８
７
４
票

・
社
会
民
主
党　
　
　

２
１
７
票

・
日
本
共
産
党　
　
　

１
３
１
票

・
公
明
党　
　
　
　

１
７
９
２
票

◇
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

◇
小
選
挙
区

・
投
票
者
数　
　
　

６
０
６
７
票

・
開
票
数　
　
　
　

６
０
６
５
票

・
有
効
投
票
数　
　

５
９
８
５
票

・
無
効
投
票
数　
　
　
　

８
０
票

・
持
ち
帰
り
そ
の
他　
　
　

２
票

◇
比
例
区

・
投
票
者
数　
　
　

６
０
６
７
票

・
開
票
数　
　
　
　

６
０
６
５
票

・
有
効
投
票
数　
　

５
８
１
４
票

・
無
効
投
票
数　
　
　

２
５
１
票

・
持
ち
帰
り
そ
の
他　
　
　

２
票

◇
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

・
投
票
者
数　
　
　

５
４
５
３
票

・
開
票
数　
　
　
　

５
４
４
２
票

・
有
効
投
票
数　
　

５
１
９
０
票

・
無
効
投
票
数　
　
　

２
５
２
票

・
持
ち
帰
り
そ
の
他　
　

１
１
票

　

高
値
安
定
続
く
子
牛
価
格

　

九
月
子
牛
セ
リ
市
が
九
月
十
二

日
、
家
畜
セ
リ
市
場
で
あ
り
、
引

き
続
き
高
値
安
定
の
相
場
で
取
引

さ
れ
た
。

　

子
牛
の
売
却
頭
数
は
百
六
十
二

頭
、
去
勢
の
最
高
価
格
は
五
十
八

万
二
千
円
、
め
す
四
十
八
万
四
千

円
、
平
均
価
格
は
四
十
四
万
三
千

百
九
十
八
円
で
（
前
回
比
三
万
六

百
十
八
円
高
）、
前
回
を
上
回
る

相
場
と
な
っ
た
。
総
売
上
額
は
七

千
五
百
二
十
九
万
八
千
円
だ
っ

た
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
県
経
済
連
名
瀬
市

駐
在
は
「
堅
調
な
枝
肉
相
場
の
値

動
き
に
け
ん
引
さ
れ
た
こ
と
や
、

肥
育
経
営
の
大
規
模
化
で
素
牛
頭

数
の
絶
対
数
不
足
で
引
き
合
い
が

強
ま
り
、
前
回
を
上
回
る
相
場
と

な
っ
た
」
と
分
析
。
今
後
も
「
粗

飼
料
主
体
で
飼
養
し
た
無
駄
な
脂

の
な
い
牛
づ
く
り
を
再
認
識
し
、

購
買
者
ニ
ー
ズ
に
適
し
た
商
品
を

供
給
し
て
ほ
し
い
」と
し
て
い
る
。

日
、
台
風　

号
の
災
害
現
場
視
察

１４

の
た
め
喜
界
島
を
訪
れ
た
。

　

二
人
は
地
下
ダ
ム
の
風
車
や
太

平
洋
側
の
被
災
地
を
大
島
支
庁
喜

界
事
務
所
の
案
内
で
視
察
。
途
中

集
落
の
住
民
と
も
意
見
を
交
わ

し
、
予
定
時
間
を
超
え
て
視
察
を

終
え
た
。

　

金
子
県
議
会
議
長
は
「
海
岸
線

は
以
前
の
よ
う
な
考
え
方
で
は
い

か
な
い
。
国
の
査
定
は
早
い
の
で

年
内
に
な
ん
と
か
発
注
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。
町
と
住
民
が
意
見

を
ま
と
め
要
望
し
て
ほ
し
い
。
現

状
を
目
の
当
た
り
に
し
て
農
家
が

気
の
毒
」
と
話
し
た
。

金
子
・
永
井
両
県
議

　

県
議
会
議
員
の
金
子
万
寿
夫
議

長
と
永
井
章
義
議
員
が
九
月
十
六

投
票
率　

・　

％
、　　
　
　

８５

３１

　
　
　

前
回
比　

ポ
イ
ン
ト
減

３.２罷免しない罷免する裁判官名

５０７２１１８古田佑紀

５０６９１２１中川了滋

５０６８１２２堀籠幸男

５０６８１２２今井　功

５０６８１２２津野　修

５０７０１２０才口千晴

最
高
は　
　
　
　
　

　
　

万
２
０
０
０
円

５８

　

台
風　

号
災
害
現
場
を
視
察

１４



（７）　平成１７年１０月号
　

奄
美
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
人
材
育
成

講
座
が
九
月
十
七
日
、
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、「
喜
界
島
海

域
の
生
物
」
と
題
し
て
依
田
純
一

さ
ん
（
荒
木
）、「
奄
美
に
生
き
る

平
家
伝
説
」
と
題
し
て
泉
和
子
さ

ん
（
名
瀬
市
）
が
講
演
し
た
。

　

依
田
さ
ん
は
、「
喜
界
島
は

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
コ
ー
ラ
ル
に
恵

ま
れ
、
小
魚
、
回
遊
魚
が
多
く
見

ら
れ
る
」
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を

使
っ
て
、
鮮
や
か
な
熱
帯
魚
や
サ

ン
ゴ
礁
に
つ
い
て
説
明
。「
海
の

中
は
全
く
違
う
世
界
。
毎
回
、
毎

回
、
楽
し
み
を
持
っ
て
潜
っ
て
い

る
。
ど
こ
を
潜
っ
て
も
世
界
に
誇

れ
る
海
」
と
喜
界
島
の
海
の
魅
力

に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

普
段
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
喜
界
島
の
海
を
目
の
当
た
り
に

し
た
参
加
者
か
ら
は
、「
こ
ん
な

に
き
れ
い
と
は
感
動

し
た
」
な
ど
、
意
見

や
質
問
が
相
次
い

だ
。

　

ま
た
、
泉
さ
ん
は

平
家
伝
説
に
つ
い
て

語
り
、
昭
和
六
十
二

年
に
名
瀬
市
で
あ
っ

た
平
家
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
引
用
し
な
が
ら

「
資
盛
、
有
盛
、
行

盛
が
喜
界
島
や
奄
美

大
島
に
立
ち
寄
っ
た

形
跡
は
な
い
」
と
述
べ
、「
そ
の
家

来
や
下
々
の
者
が
来
た
の
だ
ろ
う
」

と
の
見
解
を
示
し
た
。そ
の
上
で

「
今
年
は
平
家
上
陸
八
百
年
に
あ

た
る
と
い
わ
れ
、
喜
界
島
や
瀬
戸

内
町
で
記
念
行
事
も
あ
る
。足
元

を
見
つ
め
、
平
家
伝
説
が
生
ま
れ

た
背
景
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
い
い

機
会
で
は
な
い
か
」と
述
べ
た
。

　

敬
老
の
日
を
前
に
百
歳
、
九
十

九
歳
白
寿
者
へ
の
祝
状
と
記
念
品

の
贈
呈
が
あ
り
、
加
藤
啓
雄
町
長

と
県
喜
界
事
務
所
・
齋
藤
一
雄
福

祉
課
課
長
が
九
月
十
五
日
、
各
家

庭
を
訪
問
し
、
長
寿
を
祝
っ
た
。

　

町
長
の
訪
問
を
受
け
た
中
村
セ

イ
さ
ん
（　

・
湾
）
は
、
や
や
耳

９９

が
遠
い
が
い
た
っ
て
元
気
。
食
事

の
甘
い
、
辛
い
も
は
っ
き
り
言

い
、
毎
日
焼
酎
に
砂
糖
を
入
れ
た

甘
酒
を
欠
か
さ
ず
飲
む
と
い
う
。

　

今
年
十
月
一
日
現
在
の
百
歳
以

上
は
十
一
人
。
全
て
が
女
性
。
最

　

今
回
表
彰
を
受
け
た
の
は
春
山

キ
エ
さ
ん
（　

）
と
福
山
富
勝
さ

８２

ん（　

）。
共
に
志
戸
桶
集
落
。
春

８１

山
さ
ん
は
二
十
四
本
、
福
山
さ
ん

は
二
十
本
の
自
分
の
歯
を
保
持

し
、
至
っ
て
元
気
。
春
山
さ
ん

は
、
食
後
の
歯
磨
き
は
欠
か
さ

ず
、
歯
が
丈
夫
な
家
系
と
い
う
。

ま
た
、
福
山
さ
ん
も
歯
磨
き
は
必

ず
実
施
、
定
期
的
な
検
診
も
受
け

て
い
る
。
固
い
物
も
平
気
で
「
ス

ル
メ
や
炒
り
豆
も
食
べ
る
。
七
十

歳
過
ぎ
て
も
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
か

じ
っ
て
い
た
」
と
、 
愛  
嬌 
た
っ
ぷ

あ
い 
き
ょ
う

り
の
笑
顔
で
表
彰
を
喜
ん
だ
。

　

損
害
保
険
業
の
健
全
発
達
、
信

頼
性
の
維
持
を
目
的
に
設
立
さ
れ

た
社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会

か
ら
こ
の
ほ
ど
、
可
搬
消
防
ポ
ン

プ
が
寄
贈
さ
れ
十
月
五
日
、
喜
界

町
消
防
団
（
川
上
八
十
八
団
長
）

に
配
置
さ
れ
た
。

　

同
協
会
は
長
年
、
災
害
や
事
故

の
未
然
防
止
、
被
害
の
軽
減
な
ど

の
活
動
を
続
け
、
自
治
体
な
ど
に

消
防
機
材
を
寄
贈
し
て
き
た
。
今

回
の
贈
呈
も
そ
の
活
動
の
一
環
。

消
火
栓
に
直
接
接
続
、
ま
た
川
な

ど
か
ら
水
を
く
み
上
げ
放
水
す
る

こ
と
も
可
能
で
、
狭
小
地
な
ど
で

の
消
火
活
動
に
期
待
さ
れ
る
。

高
齢
者
は
明
治
三
十
一
年
二
月
生

ま
れ
の
吉
住
ウ
ツ
さ
ん
百
七
歳

（
喜
界
園
）。
続
い
て
同
年
五
月

生
ま
れ
の
白
川
マ
ツ
さ
ん
百
七
歳

（
坂
嶺
）。
八
十
歳
以
上
の
高
齢

者
は
九
百
七
人
に
上
る
。

　

鹿
児
島
県
歯
科
医
師
会
で
は
、

八
十
歳
で
自
分
の
歯
を
二
十
本
残

そ
う
と
い
う
「
８
０
２
０
運
動
」

を
平
成
四
年
か
ら
展
開
し
て
い
る

が
、
今
年

も
町
内
の

二
人
が
該

当
し
、
県

と
郡
の
歯

科
医
師
会

か
ら
表
彰

を

受

け

た
。

「
８
０
２
０
運
動
」
本
町
か
ら
二
人
表
彰

　
　

春
山
キ
エ
さ
ん
（　

）
８２

　
　

福
山
富
勝
さ
ん
（　

）
８１

海の魅力、平家伝説を学ぶ
奄美ミュージアム人材育成事業

表彰を受ける春山さん（上）と福山さん

今
年　

歳
の　

１００

　

７
人
を
祝
福

　

歳
以
上　

人
、
全
て
女
性

１００

１１

日
本
損
害
保
険
協
会
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト

町
に
可
搬
消
防
ポ
ン
プ



平成１７年１０月号　（８）

「特攻花で戦争知った」
仲田千穂　 　（大阪）の「特攻花」写真展さ

ん

　

太
平
洋
戦
争
中
、
鹿
児
島
か
ら

沖
縄
に
特
攻
出
撃
す
る
隊
員
に
娘

た
ち
は
野
の
花
を
贈
っ
て
い
た
。

隊
員
た
ち
は
「
花
も
一
緒
に
散
っ

て
い
く
の
は
忍
び
な
い
」
と
、
そ

の
花
を
中
継
基
地
の
あ
っ
た
喜
界

島
に
置
き
、
沖
縄
へ
と
旅
立
っ
て

い
っ
た
。
六
十
年
経
っ
た
今
で

も
、
そ
の
花
は
喜
界
島
の
滑
走
路

周
辺
に
咲
く
。
そ
れ
を
島
で
は

「
特
攻
花
」と
呼
ん
で
い
る
…
…
。

　

十
九
歳
の
夏
、
そ
の
話
を
聞
い

て
以
来
五
年
間
、
島
の
「
特
攻
花
」

（
テ
ン
ニ
ン
ギ
ク
）
を
撮
り
続
け

て
き
た
写
真
家
・
仲
田
千
穂
さ
ん

（
大
阪
市
）の
写
真
展「
特

攻
花
」
が
九
月
十
六
日
か

ら
四
日
間
、
自
然
休
養
村

管
理
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、

延
べ
千
二
百
人
余
り
が
観

賞
に
訪
れ
た
。
期
間
中
、

元
特
攻
隊
員
で
知
覧
特
攻

平
和
記
念
館
顧
問
の
板
津

忠
正
さ
ん
（　

）
の
講
演

８１

も
あ
り
、
多
く
の
町
民
が

戦
争
に
つ
い
て
考
え
、
平

和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し

た
。

　

写
真
展
で
は
、
特
攻
花
は
も
と

よ
り
、
板
津
さ
ん
や
花
を
見
守
る

島
の
人
々
、
鹿
屋
基
地
か
ら
喜
界

島
に
テ
ン
ニ
ン
ギ
ク
を
運
び
飛
行
場

に
植
え
た
と
い
う
大
島
篤
兵
曹

長
、
そ
の
話
を
本
に
し
た
戦
友
・
市

川
靖
人
さ
ん
の
写
真
も
飾
ら
れ
、

訪
れ
た
人
々
は
足
を
止
め
て
真
剣

な
ま
な
ざ
し
で
見
つ
め
て
い
た
。

　

仲
田
さ
ん
は
「
私
は
特
攻
花
か

ら
戦
争
を
知
っ
た
。
特
攻
花
の
話

を
初
め
て
聞
い
た
と
き
、
身
震
い

が
し
、
鳥
肌
が
立
っ
た
。
一
体
ど

ん
な
花
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
目

で
見
て
見
た
い
と
思
っ
た
。
五
年

）元
隊
員
の
講
演
会
も（

間
の
撮
影
、
取
材
で
板
津
さ
ん
や

市
川
さ
ん
と
も
出
会
い
、
戦
争
体

験
を
直
に
聞
く
こ
と
も
で
き
た
。

特
攻
花
は
平
和
を
願
う
花
。
写
真

か
ら
何
か
を
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば

…
」
と
静
か
に
話
す
。

　

ま
た
、
板
津
さ
ん
の
講
演
会
に

も
多
く
の
町
民
が
訪
れ
た
。板
津

さ
ん
は
元
特
攻
隊
員
。出
撃
し
た

も
の
の
、
機
材
故
障
で
不
時
着
。戦

友
は
死
に
、
自
分
だ
け
が
生
き

残
っ
た
。戦
争
が
終
わ
り
、
生
き
る

目
的
を
見
失
っ
て
い
た
こ
ろ
、
特
攻

の
母
・
鳥
浜
ト
メ
さ
ん
か
ら「
何
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
か
ら
生
き
残
っ
た
。死
ん
だ
人
の

こ
と
を
語
り
継
が
ね
ば
」
と
諭
さ

れ
る
。以
来
、
全
国
の
遺
族
を
二
十

数
年
か
け
て
訪
ね
、
千
三
十
六
人

全
員
の
遺
影
や
遺
言
を
収
集
し

た
。「
ど
う
し
た
ら
平
和
に
な
る

か
。命
あ
る
限
り
全
国
行
脚
し
た

い
。そ
れ
が
一
人
生
き
残
っ
た
私
の

使
命
」と
板
津
さ
ん
。

　

会
場
で
は
土
岐
兄
弟
の
「
特
攻

花
」
も
披
露
さ
れ
た
。二
人
は
、
こ

の
曲
を
つ
く
る
た
め
に
知
覧
特
攻

平
和
会
館
を
訪
ね
た
。「
国
を
想

い
、
家
族
を
想
い
、
飛
び
立
っ
て

行
っ
た
。そ
れ
を
想
う
と
言
葉
に
な

ら
な
い
」。会
場
に
置
か
れ
た
七
夕

飾
り
に
は
、
訪
れ
た
町
民
の「
平
和

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
短
冊
が
数
多

く
か
け
ら
れ
て
い
た
。

　

運
動
会
、
敬
老
会
、
島
遊
び
、

シ
バ
サ
シ
な
ど
、
家
族
や
親
戚
、

集
落
の
人
た
ち
と
触
れ
合
う
こ

と
の
多
い
時
期
で
す
。

　

家
族
や
親
戚
の
有
り
難

さ
、
集
落
の
行
事
で
の
一
体

感
や
楽
し
さ
な
ど
、
島
で
暮

ら
せ
る
こ
と
の
喜
び
を
実
感

で
き
る
時
期
で
も
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
『
人
も
歩
け
ば
イ

ラ
イ
ラ
の
種
に
ぶ
つ
か
る
』
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
、
人
間
関

係
に
は
ス
ト
レ
ス
が
つ
き
も
の

で
す
。時
に
は
「
イ
ラ
イ
ラ
爆

弾
」
に
火
が
つ
き
、
心
や
体
の

病
気
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。自
分

な
り
の
ス
ト
レ
ス
対
処
法
を

身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
気
分
本
位
を
や
め
る

　
　

気
分
に
支
配
さ
れ
て
行

動
し
な
い

◆
完
全
主
義
に
陥
ら
な
い

　
　
「
一
〇
〇
点
満
点
で
な
け

れ
ば
〇
点
と
同
じ
」
で
は
、

負
担
が
大
き
い

◆
過
去
に
こ
だ
わ
ら
な
い

　
　

す
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
よ

り
、
こ
れ
か
ら
を
考
え
る

◆
ひ
が
み
っ
ぽ
く
な
ら
な
い

　
　

人
を
攻
撃
す
る
原
因
に
な

り
か
ね
な
い

◆
休
息
を
と
る

　
　

体
を
休
め
る
だ
け
で
な
く

運
動
や
趣
味
を
生
か
す

◆
目
先
に
こ
だ
わ
ら
な
い

　
　

状
況
は
時
間
と
と
も
に

変
わ
っ
て
い
く
も
の

◆
腹
を
立
て
な
い

　
　

腹
を
立
て
る
と
自
分
が

損
を
す
る

◆
不
安
を
受
け
入
れ
る

　
　

人
生
に
不
安
は
つ
き
も

の
。ま
ず
は
自
分
が
で

き
る
こ
と
に
取
り
組
む

日
常
生
活
で
は

�　

職
場
も
大
変
だ
し
、
家

庭
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
で
し
ょ

う
が
、「
お
は
よ
う
！
」
の

ひ
と
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト

�　

家
族
そ
ろ
っ
て
、
テ
レ
ビ

も
消
し
て
、
食
卓
を
囲
む

な
ど
し
て
実
行
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

十
月
の
精
神
保
健
福
祉
普
及

運
動
の
今
年
の
標
語
は
、

「
み
つ
め
よ
う
！　

語
ろ
う
！　

い
の
ち　

ひ
ろ
げ
よ
う
仲
間
と

　

こ
こ
ろ
の
ま
ち
づ
く
り
」
で

す
。

ストレス対処法を身につけよう



（９）　平成１７年１０月号
　

車
イ
ス
で
園
内
散
歩
を

　
　
　
　
　
　

大
福
建
設
が
喜
界
園
に
３
台
寄
贈

　

鹿
児
島
市
の
大
福
電
設
（
高
牟

礼
哲
博
代
表
取
締
役
）
か
ら
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
喜
界
園
（
神

田
健
一
園
長
）
に
車
イ
ス
三
台
が

寄
贈
さ
れ
た
。

　

九
月
十
四
日
、
同
社
の
社
員
が

喜
界
園
を
訪
問
し
、「
車
イ
ス
で

園
内
を
散
歩
し
て
く
だ
さ
い
」と
、

入
園
者
に
車
イ
ス
を
手
渡
し
た
。

ま
た
、
同
社
が
用
意
し
た
花
束
を

第
一
保
育
所
の
園
児
ら
が
入
園
者

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。
神
田
園
長

は
「
入
園
者
、
職
員
と
も
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
車
イ
ス
は
老
人

ホ
ー
ム
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
。大
切
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
」と
、
感
謝
し
て
い
た
。

　

大
福
電
設
の
車
イ
ス
寄
贈
は
今

年
で
三
回
目
。
同
社
は
、
冬
に
は

老
人
ホ
ー
ム
の
玄
関
や
屋
根
づ
た

い
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設

置
、
夏
と
暮
れ
に
は
町
内
の
独
居

老
人
宅
の
無
料
電
気
点
検
を
行
う

な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続

け
て
い
る
。

　

名
瀬
警
察
署
は
九
月
十
六
日
、

溺
れ
て
意
識
の
な
か
っ
た
少
年

を
救
助
し
、
適
切
な
処
置
で
尊
い

人
命
を
救
っ
た
と
し
て
、
牧
元
博

樹
さ
ん
（
大
阪
市
）
と
行
ま
す
み

さ
ん
（
佐
手
久
）
に
感
謝
状
を

贈
っ
た
。

　

二
人
は
八
月
十
三
日
、
志
戸
桶

海
水
浴
場
で
溺
れ
て
い
る
少
年
、

少
女
を
発
見
、
救
助
し
た
が
一
人

は
意
識
が
な
か
っ
た
た
め
人
工

呼
吸
と
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
施

し
、
蘇
生
を
試
み
た
。
少
年
は
迅

速
な
蘇
生
処
置
で
息
を
吹
き
返

し
、
一
日
入
院
し
た
も
の
の
命
に

別
状
は
な
か
っ
た
。

　

牧
元
博
樹
さ
ん
（
大　

阪
）

　

行
ま
す
み
さ
ん
（
佐
手
久
）

海
難
救
助
者
に
感
謝
状

復
旧
作
業
に

７
０
０
人
が
協
力

生
和
糖
業
社
員
が

池
治
浜
を
清
掃

　

台
風　

号
の
被
害
を

１４

被
っ
た
太
平
洋
側
集
落

の
復
旧
作
業
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
町
民
七
百
人
が
参
加

し
て
九
月
十
七
日
の
早
朝
か
ら

行
わ
れ
た
。

　

作
業
が
行
わ
れ
た
の
は
花
良

治
、
蒲
生
、
阿
伝
、
嘉
鈍
、
白

水
、
佐
手
久
、
志
戸
桶
の
七
集

落
。各
集
落
の
住
民
を
は
じ
め
、

県
・
町
職
員
、
消
防
、
農
協
、
生

和
糖
業
、
建
友
会
、
運
送
会
社

な
ど
約
七
百
人
が
参
加
し
た
。

建
友
会
の
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
や
ダ
ン

プ
も
そ
れ
ぞ
れ
三
十
台
以
上
が

出
動
し
、
畑
を
覆
っ
た
雑
木
や
土

砂
、
サ
ン
ゴ
石
を
取
り
除
い
た
。

　

参
加
者
は
厳
し
い
残
暑
の
中
、

汗
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
黙
々
と
作
業

を
こ
な
し
た
。
嘉
鈍
集
落
の
住
民

は
「
こ
れ
だ
け
大
量
の
ゴ
ミ
。
と

て
も
自
分
た
ち
だ
け
で
は
処
理
で

き
な
か
っ
た
の
で
あ
り
が
た
い
」

と
感
謝
し
な
が
ら
も
「
収
入
な
ど

今
後
の
こ
と
を
考
え
る
と
不
安

だ
」
と
、
胸
の
内
を
語
っ
た
。
嘉

鈍
集
落
で
は
昨
年
も
高
潮
の
被
害

に
見
舞
わ
れ
、
畑
が
冠
水
。
度
重

な
る
被
害
に
抜
本
的
な
対
策
を
求

め
る
声
が
相
次
い
だ
。

　

生
和
糖
業
（
西
一
臣
工
場
長
）

の
社
員
約
三
十
人
が
九
月
十
六

日
、
台
風　

号
で
流
木
や
ゴ
ミ
が

１４

多
数
流
れ
着
い
た
池
治
浜
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
清
掃
し
た
。
勤
務
終

了
後
の
午
後
四
時
過
ぎ
、
池
治
浜

に
集
ま
っ
た
社
員
は
早
速
、
打
ち

上
げ
ら
れ
た
流
木
や
海
外
か
ら
流

れ
着
い
た
ウ
キ
、
波
で
打
ち
上
げ

ら
れ
た
サ
ン
ゴ
石
を
手
作
業
で
取

り
除
い
た
。
中
に
は
大
木
や
ド
ラ

ム
缶
も
あ
り
、
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル

で
引
っ
張
っ
た
り
、
数
人

が
か
り
で
取
り
除
い
た
。

　

今
回
の
台
風　

号
は
各

１４

集
落
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
た
め
、
生
活
関
連
の
復
旧
作
業

が
優
先
さ
れ
て
き
た
。
参
加
者
は

「
い
つ
ま
で
も
ゴ
ミ
だ
ら
け
の
浜

に
し
て
お
く
の
は
…
。
少
し
で
も

集
落
に
協
力
で
き
れ
ば
う
れ
し

い
」と
額
の
汗
を
ぬ
ぐ
っ
て
い
た
。

　

作
業
は
約
二
時
間
で
終
了
。
県

道
近
く
ま
で
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い

た
大
量
の
ゴ
ミ
は
全
て
撤
去
さ

れ
、
芝
生
が
顔
を
覗
か
せ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で　

　
　
　

号
の
後
始
末

１４



平成１７年１０月号　（１０）
　

懐
か
し
い
旧
友
と
再
会
／

　

終
戦
の
年
に
生
ま
れ
た
昭
和
二

十
年
生
の
還
暦
同
窓
会
「
全
国
は

た
ち
会
ふ
る
さ
と
大
会
」
が
十
月

八
日
、
町
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ

た
。
全
国
か
ら
百
二
十
七
人
が
集

ま
り
、
懐
か
し
い
旧
友
と
の
再
会

を
喜
び
合
っ
た
。

　

先
師
亡
友
へ
の 
黙
祷 
の
後
、
今

も
く
と
う

井
守
夫
会
長
（
荒
木
）
が
「
戦
後

六
十
年
。
様
々
な
社
会
情
勢
の

中
、
幾
多
の
困
難
と
試
練
を
乗
り

越
え
て
、
私
た
ち
は
今
日
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
た
。
人
生
六
十
年

は
遠
い
昔
の
こ
と
。
気
持
ち
は
い

つ
も『
は
た
ち
』。
こ
れ
か
ら
は
あ

せ
る
こ
と
な
く
、
ぼ
ち
ぼ
ち
と
い

き
た
い
。
ふ
る
さ
と
大
会
が
、
還

暦
の
節
目
と
し
て
思
い
出
に
残
る

素
晴
ら
し
い
大
会
と
な
る
こ
と
を

願
う
」
と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
。
関

東
、
関
西
、
九
州
地
区
の
代
表
も

あ
い
つ
さ
つ
し
、
乾
杯
で
祝
賀
会

が
始
ま
っ
た
。

　

祝
賀
会
で
は
各
中
学
校
の
校
歌

を
斉
唱
。
地
区
ご
と
の
出
し
物
や

踊
り
、
カ
ラ
オ
ケ
で
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。
締
め
は
や
は
り
八
月

踊
り
と
六
調
。
懐
か
し
い
三
味
線

の
音
色
と
リ
ズ
ム
に
の
り
、
輪
を

つ
く
っ
た
。

　

三
十
年
ぶ
り
の
里
帰
り
と
い
う

沖
縄
県
在
住
の
知
念
知
恵
さ
ん

（
旧
姓
＝
上
原
・
湾
出
身
）は「
四
十

年
ぶ
り
に
会
っ
た
同
級
生
と
も
五

分
で
う
ち
解
け
あ
っ
た
。も
う
最

高
、
感
激
」と
満
面
の
笑
顔
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
武
行
雄

さ
ん
（
坂
嶺
出
身
）
は
、「
楽
し
み
、

苦
し
み
、
泣
き
、
笑
い
。
い
ろ
い

ろ
な
人
生
が
あ
っ
た
と
思
う
。
そ

れ
を
乗
り
越
え
、
こ
こ
に
集
ま
っ

た
こ
と
に
感
激
し
て
い
る
。
み
ん

な
が
ん
ば
っ
た
よ
」
と
柔
和
な
笑

顔
を
み
せ
た
。

　

は
た
ち
会
は
翌
日
、
島
内
を
観

光
。
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
で
お
別
れ
会

を
開
き
、
ま
た
の
再
会
を
誓
い

合
っ
た
。

　

先
祖
祭
り
「
柴
さ
し
」
が
九
月

十
四
日
あ
り
、
中
間
集
落
か
ら
白

水
集
落
の
大
半
ま
で
の
北
東
部
の

集
落
で
墓
参
り
が
行
わ
れ
た
。
時

間
は
集
落
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
。

佐
手
久
集
落
で
は
日
が
沈
む
こ
ろ

親
戚
が
墓
所
に
集
ま
っ
た
。
持
参

し
た
お
供
え
物
を
墓
前
に
供
え
、

花
を
生
け
、
線
香
を
立
て
先
祖
を

供
養
す
る
。

　

佐
手
久
集
落
で
は
墓
所
で
宴
を

催
す
風
習
が
今
で
も
残
る
。
墓
参

り
を
済
ま
せ
る
と
、
墓
の
横
に
ゴ

ザ
を
敷
い
て
料
理
を
広
げ
、
差
し

つ
差
さ
れ
つ
酒
を
酌
み
交
わ
す
。

普
段
は
静
ま
り
か
え
っ
た
墓
所

も
、
こ
の
日
は
あ
ち
こ
ち
で
談
笑

や
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
光
景
が
見

ら
れ
た
。
墓
中
の
ご
先
祖
様
も
、

家
族
の
元
気
な
姿
に
さ
ぞ
や
安
心

し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

ご
先
祖
の
墓
前
で
宴
／

　

里
イ
モ
の
季
節
で
す
が
、
里

イ
モ
独
特
の
ぬ
め
り
に
は
、
血

圧
を
下
げ
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
を
取
り
除
い
た
り
、
胃
腸
壁

の
炎
症
を
抑
え
た
り
と
い
う
薬

効
成
分
が
あ
る
そ
う
で
す
。
と

は
い
え
イ
モ
類
は
ご
飯
と
同
じ

炭
水
化
物
の
仲
間
。
た
く
さ
ん

食
べ
る
と
き
は
、
ご
飯
の
量
を

減
ら
す
な
ど
カ
ロ
リ
ー
オ
ー

バ
ー
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

里
イ
モ
と
鶏
肉
の
煮
込
み
（
２
人
分
）

〈
分
量
〉
鶏
も
も
肉　

ｇ
・
里

１５０

イ
モ　

ｇ
・
サ
ラ
ダ
油
大
さ
じ

３００

１
・
Ａ
（
鶏
が
ら
ス
ー
プ
の
素

小
さ
じ
１
・
水
１
カ
ッ
プ
・
酒

大
さ
じ
１
・
し
ょ
う
ゆ
大
さ
じ

１
・
砂
糖
大
さ
じ
�
）・
水
溶
き

片
栗
粉
少
々

〈
作
り
方
〉①
里
イ
モ
は
皮
を
む

き
、
一
�
ほ
ど
の
輪
切
り
に
す

る
。
②
鶏
肉
は
一
口
大
に
切
り
、

分
量
外
の
し
ょ
う
ゆ
を
少
し
落
と

し
て
軽
く
も
む
。
③
フ
ラ
イ
パ
ン

に
サ
ラ
ダ
油
を
熱
し
て
ま
ず
鶏
肉

を
炒
め
、
里
イ
モ
を
加
え
て
さ
ら

に
炒
め
る
。
④
Ａ
の
調
味
料
を
加

え
、
煮
立
っ
た
ら
火
を
弱
め
て
コ

ト
コ
ト
煮
、
里
イ
モ
が
軟
ら
か
く

な
っ
た
ら
水
溶
き
片
栗
粉
で
ト
ロ

ミ
を
つ
け
る
。

里
イ
モ
の
ミ
ル
ク
煮
（
２
人
分
）

〈
分
量
〉
ベ
ー
コ
ン
１
枚
・
里
イ

モ　

ｇ
・
シ
メ
ジ　

ｇ
・
牛
乳
１

２５０

１００

カ
ッ
プ
・
み
そ
小
さ
じ
２
・
し
ょ

う
ゆ
小
さ
じ
�
・
サ
ラ
ダ
油
大
さ

じ
１
・
和
風
だ
し
の
素
少
々
・
塩

コ
シ
ョ
ウ
少
々

〈
作
り
方
〉
①
里
イ
モ
は
皮
を
む

き
、
一
�
ほ
ど
の
輪
切
り
に
す

る
。
ベ
ー
コ
ン
は
細
切
り
し
、
シ

メ
ジ
は
小
房
に
分
け
る
。
②
鍋
に

サ
ラ
ダ
油
を
熱
し
ベ
ー
コ
ン
と
シ
メ

ジ
を
炒
め
、
軽
く
塩
コ
シ
ョ
ウ
し
た

ら
、
里
イ
モ
も
加
え
て
さ
ら
に
炒

め
る
。③
②
に
牛
乳
、
だ
し
の
素
を

加
え
、
ひ
と
煮
立
ち
し
た
ら
火
を

弱
め
る
。④
里
イ
モ
が
煮
え
て
き

た
ら
、
み
そ
と
し
ょ
う

ゆ
で
味
を
調
え
る
。

（
※
分
量
は
参
考
ま
で

の
値
で
す
。
ご
家
庭
の

味
に
加
減
し
て
お
楽
し

み
下
さ
い
）

保
健
セ
ン
タ
ー
栄
養
士

�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�

��
�

�
�
�

全
国
は
た
ち
会

　

ふ
る
さ
と
大
会

島
の
北
東
部
で

　
　
　
　

シ
バ
サ
シ



（１１）　平成１７年１０月号

水
道
施
設
の
修
繕
費
用
つ
い
て

　

町
民
の
皆
様
が
毎
日
利
用
さ
れ
て
い
る
水
道
施
設
の
修
繕
に
要
し
た

費
用
負
担
に
つ
い
て
は
町
条
例
で
規
定
し
、
管
理
者
が
負
担
す
べ
き
箇

所
あ
る
い
は
使
用
者
が
負
担
す
べ
き
箇
所
を
定
め
て
い
ま
す
。
そ
の
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。

然
使
用
者
の
負
担
と
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
メ
ー

タ
ー
に
つ
い
て
は
条
例
で

「
管
理
者
が
設
置
し
使
用

者
が
保
管
す
る
」
と
定
め

て
お
り
、
そ
の
費
用
負
担

は
管
理
者
（
町
）
が
行
い

ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
敷
地
内
で

漏
水
し
た
場
合
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
は
、
原
則
的

に
は
使
用
者
が
負
担
す
べ

き
も
の
で
す
が
、
地
下
漏

水
に
つ
い
て
は
救
済
措
置

と
し
て
町
条
例
の
中
で
使

用
者
の
負
担
軽
減
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
修
繕
に
要
す

る
費
用
負
担
に
つ
い
て
ご

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
水
環
境
課
ま
で
お
尋
ね

下
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ

　

�
０
９
９
７（　

）１
１
１
１

６５

道
を
実
際
に
使
用
さ
れ
る
場
合
に

は
、
そ
の
配
水
管
（
本
管
）
か
ら

分
岐
し
た
給
水
管
お
よ
び
こ
れ
に

直
結
し
た
給
水
用
具
（
以
下
、
給

水
装
置
）
を
自
己
負
担
で
整
備
し

て
頂
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

使
用
者
が
設
置
し
た
給
水

装
置
の
修
繕
に
要
す
る
工
事

費
用
に
つ
い
て
は
当
然
、
使

用
者
が
負
担
す
る
こ
と
が
大

原
則
で
す
が
、
本
町
で
は
当

面
の
措
置
と
し
て
本
管
か
ら

給
水
管
の
使
用
者
敷
地
外
ま

で
を
管
理
者
（
町
）、
敷
地
内

は
す
べ
て
使
用
者
負
担
と
取

り
決
め
て
い
ま
す
。
例
え
ば

漏
水
が
図
示
し
た
道
路
や
歩

道
あ
る
い
は
敷
地
内
で
あ
っ

た
場
合
、
道
路
や
歩
道
は
管

理
者
（
町
）
負
担
、
敷
地
内

は
使
用
者
負
担
と
な
り
ま

す
。

　

従
っ
て
、
敷
地
内
に
あ
り

ま
す
止
水
栓
に
つ
い
て
も
そ

の
修
繕
を
要
す
る
場
合
は
当

　

簡
易
水
道
の
施
設
は
、
管
理
者

で
あ
る
本
町
が
水
源
地（
地
下
水
・

湧
水
）
か
ら
配
水
管
（
本
管
）
を

布
設
し
、
町
民
の
皆
様
方
が
い
つ

で
も
受
給
で
き
る
供
給
体
制
を
整

え
て
い
ま
す
。
皆
様
方
が
簡
易
水

国民年金だより
年末調整や確定申告の際には、社会保険料（国民年金保険料）控除証明書を添付

　国民年金保険料は、納付した全額が所得税・市町村民税等の社会保険料控除の対象となります。平成１６年分までの

年末調整や確定申告の手続きでは、納付した保険料を証明する書類の添付等は必要ありませんでしたが、所得税法等

の一部が改正され、平成１７年分の所得の申告から、国民年金保険料を社会保険料控除として申告する場合に、１年間

に納付した国民年金保険料を証明する書類の添付等が義務付けられました。

　このため、生命保険会社等から送付される控除証明書と同様に、１年間に納付した国民年金保険料の額を証明する

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」（はがき）が、社会保険庁から毎年１１月上旬に送付されることとなり

ました。証明内容は本年１月から９月末日までに納付された国民年金保険料額と、年内に納付が見込まれる場合の納

付見込額です。年の途中から国民年金に加入した場合など、１０月以降に本年初めて保険料を納付する方については、

翌年２月初旬に同様の証明書が送付されますので、結果として、平成１７年中に国民年金の保険料を納付した方の全員

にこの証明書が送付されることとなります。年末調整または確定申告等の手続きの際は必ずこの証明書や領収証書

が必要となりますので、申告を行うまで大切に保管してください。

　また、国民年金保険料は、被保険者本人だけではなく、その世帯の世帯主および配偶者も連帯して納付する義務が

あります。世帯主または配偶者としてご家族の国民年金保険料を納付したときは、その納付額の全額が納付した方の

所得税等の控除対象となりますので、このような場合は、年末調整等の手続きの際にご自身の社会保険料の額と合算

して申告してください。その際にはご家族分の証明書も申告する方の申告書に添付等する必要があります。

　なお、お問い合わせは、社会保険庁から送付される「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に記載される問

い合わせ先をご覧ください。

鹿児島社会保険事務局年金課　�０９９－８１２－０１６６

　

お
詫
び
と
訂
正

　

先
月
号
の「
ま
ち
の
話
題
」

Ｐ
８
・
５
段
目
中
「
前
キ
ャ

プ
テ
ン
」
と
あ
る
の
は
「
前

副
キ
ャ
プ
テ
ン
」、「
社
協
だ

よ
り
」
Ｐ　

中
「
中
山
隆
之
」

１５

さ
ん
は
「
中
山
隆
三
」
さ
ん

の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
い
た
し
ま
す
。



平成１７年１０月号　（１２）
　

悪
質
な
「
訪
問
販
売
に
よ
る
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
」
に
よ
る
消
費
者

被
害
が
、
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

  
不
安
を
あ
お
っ
て
、
契
約
を
急

が
せ
る
業
者
に
は
ご
用
心
！
す
ぐ

に
契
約
せ
ず
、
家
族
や
専
門
家
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

  
ま
た
、
ご
近
所
や
地
域
の
方
々

で
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど

を
見
守
っ
て
い
く
こ
と
も
大
切
で

す
！

▽
相
談
窓
口 

・
主
に
契
約
関
係
の
相
談  

　

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

�
０
９
９
（
２
２
４
）
０
９
９
９

　

大
島
消
費
生
活
相
談
所　

�
０
９
９
７
（
５
２
）
０
９
９
９

・
主
に
技
術
的
な
相
談

�
県
住
宅
建
築
総
合
セ
ン
タ
ー

�
０
９
９
（
２
２
４
）
４
５
３
９

�
県
建
築
士
事
務
所
協
会  

�
０
９
９
（
２
２
３
）
６
３
６
３

県
庁
住
宅
課　

�
０
９
９
（
２
８
６
）
３
７
３
８

　

最
近
、
全
国
各
地
で
第
三
者
が

本
人
に
な
り
す
ま
し
、
本
人
の
知

ら
な
い
う
ち
に
住
民
異
動
届
を
行

い
、
そ
の
不
正
な
手
続
き
と
併
せ

て
取
得
し
た
国
民
健
康
保
険
証
や

印
鑑
登
録
証
明
書
を
悪
用
し
て
、

消
費
者
金
融
等
か
ら
借
金
を
す
る

と
い
っ
た
悪
質
な
詐
欺
事
件
が
多

発
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
こ
の
よ
う
な
第
三
者
に

よ
る
虚
偽
の
届
出
防
止
と
早
期
発

見
の
た
め
、　

月
１
日
か
ら
住
民

１０

異
動
届
出
の
際
に
、
窓
口
で
届
出

人
の
本
人
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

住
民
異
動
届
出
の
際
に
は
、
運

転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
健
康
保
険
証

な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

喜
界
町
役
場
住
民
課

�
０
９
９
７
（
６
５
）
１
１
１
１

　

毎
年　

月
は
「
土
地
月
間
」、　

１０

１０

月
１
日
は
「
土
地
の
日
」
で
す
。

　

市
街
化
区
域
で
２
、
０
０
０
㎡

以
上
、
そ
の
他
の
都
市
計
画
区
域

で
５
、
０
０
０
㎡
以
上
、
都
市
計

画
区
域
以
外
で
１
０
、
０
０
０
㎡

以
上
の
土
地
の
取
引
を
し
た
と
き

は
、
土
地
の
買
主
は
国
土
利
用
計

画
法
に
基
づ
き
、
契
約
締
結
日
を

含
め
契
約
締
結
か
ら
２
週
間
以
内

に
、
必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
、

土
地
の
面
積
や
利
用
目
的
な
ど
を

記
入
し
た
届
出
書
を
土
地
の
所
在

す
る
市
町
村
役
場
に
届
け
出
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

適
正
な
土
地
利
用
に
よ
り
、
快

適
な
生
活
環
境
や
暮
ら
し
や
す
い

地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

県
庁
企
画
調
整
課　

�
０
９
９
（
２
８
６
）
２
３
６
３

　

里
親
と
は
、
お
父
さ
ん
お
母
さ

ん
の
い
な
い
お
子
さ
ん
や
お
父
さ

ん
お
母
さ
ん
が
病
気
な
ど
、
何
ら

か
の
事
情
に
よ
り
家
庭
で
養
育
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
お
子
さ
ん
を

預
か
り
、
温
か
い
愛
情
を
こ
め
て

養
育
し
て
く
だ
さ
る
方
の
こ
と
で

す
。
里
親
に
な
る
た
め
に
は
、
特

別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

児
童
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

�
０
９
９
（
２
６
４
）
３
０
０
３

大
島
児
童
相
談
所

�
０
９
９
７
（
５
３
）
６
０
７
０

県
庁
児
童
福
祉
課

�
０
９
９
（
２
８
６
）
２
７
７
１

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
職
場
等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
、
そ
の
他
女
性
を
め
ぐ

る
人
権
問
題
で
お
困
り
方
は
、
ひ

と
り
で
悩
ま
ず
ぜ
ひ
お
電
話
く
だ

さ
い
。

開
設
日
時　

平
成　

年　

月　

日

１７

１１

２０

（
日
）
午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

�
０
９
９
（
２
５
９
）
７
８
５
５

相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
が
相
談

を
受
け
ま
す
。
な
お
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

　

住
宅
金
融
公
庫
ロ
ー
ン
返
済
で

お
困
り
の
方
（
倒
産
な
ど
勤
務
先

の
事
情
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た

方
、
家
業
の
不
振
に
よ
り
収
入
が

減
少
し
た
方
、
病
気
や
け
が
な
ど

に
よ
り
支
出
が
増
加
し
た
方
な

ど
）
に
つ
い
て
は
、
返
済
月
額
を

軽
減
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

  
ご
返
済
中
の
金
融
機
関
ま
た
は

住
宅
金
融
公
庫
に
、
遠
慮
な
く
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先  

住
宅
金
融
公
庫
南
九
州
支
店  

�
０
９
６
（
３
８
７
）
２
０
０
０

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
年
間

１
３
０
万
件
も
の
交
通
事
故
被
害

者
に
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一

の
交
通
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対

人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、
原
動
機

付
自
転
車
を
含
む
全
て
の
自
動
車

に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

保
険
・
共
済
で
す
。
特
に
車
検
制

度
の
な
い
２
５
０
�
バ
イ
ク
（
原

動
機
付
自
転
車
・
軽
二
輪
自
動
車
）

は
期
限
切
れ
、
か
け
忘
れ
に
ご
注

意
を
。

お
知
ら
せ

悪
質
な
「
訪
問
販
売
に
よ
る
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
」
に
ご
用
心
！

里
親
の
募
集

住
宅
金
融
公
庫
ロ
ー
ン
返
済
で

お
困
り
の
方
へ

あ
な
た
を
守
り
、
あ
な
た
を
支

え
る
自
賠
責
制
度

県民手帳予約受付中
　特に申込期限を設けませんが、在庫がな
くなり次第、締め切らせていただきますの
で、お早めにお申し込みください。
　・販売予定　１１月下旬
　・大型判　定価５００円
　・普通判　定価４００円
お申し込みは　喜界町役場　企画課統計係
　　　　　　　�６５－１１１１（内線２３，２４）

住
民
異
動
届
出
の
際
に
は
窓
口

に
来
ら
れ
た
方
の
身
分
証
明
書

が
必
要
に
な
り
ま
す

土
地
取
引
に
は
届
出
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す

女
性
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン



（１３）　平成１７年１０月号
　

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
が
平
成　
１７

年　

月
１
日
か
ら
時
間
額
６
０
８

１０
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
は
県
内
の

全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
別
に
定
め
る
産
業

別
最
低
賃
金
に
該
当
す
る
場
合

は
、
当
該
最
低
賃
金
も
適
用
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
最
低
賃
金
は
臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
全

て
の
労
働
者
に
も
適
用
さ
れ
、
使

用
者
は
労
働
者
に
対
し
、
最
低
賃

金
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

最
低
賃
金
に
は
、
①
臨
時
に
支

払
わ
れ
る
賃
金
、
②
一
月
を
越
え

る
期
間
ご
と
に
支
払
わ
れ
る
賃

金
、
③
時
間
外
・
休
日
・
深
夜
労

働
の
割
増
賃
金
、
④
精
皆
勤
手

当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手
当
は
算

入
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

以
下
の
産
業
は
産
業
別
最
低
賃

金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

・
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機

械
器
具
、
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス

製
造
業
（
時
間
額
６
６
１
円
）

・
百
貨
店
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

ス
ー
パ
ー
（
時
間
額
６
４
９
円
）

・
自
動
車
（
新
車
）
小
売
業
（
時

間
額
６
６
６
円
）　

　

詳
し
く
は
左
記
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

名
瀬
労
働
基
準
監
督
署

�
０
９
９
７
（
５
２
）
０
５
７
４

　

労
働
保
険
（
雇
用
保
険
・
労
災

保
険
）
は
、
労
働
者
を
一
人
で
も

雇
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
事
業
主
は

加
入
手
続
き
を
行
い
、
労
働
保
険

料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
雇
用
保
険
」は
労
働
者
が
失
業

し
た
場
合
等
に
必
要
な
給
付
を
行

い
雇
用
の
安
定
を
図
る
も
の
で

す
。
ま
た
、「
労
災
保
険
」
は
労
働

者
が
業
務
上
の
事
由
等
に
よ
る
負

傷
・
病
気
に
見
舞
わ
れ
た
場
合
に

必
要
な
給
付
を
行
う
も
の
で
す
。

　

雇
用
し
て
い
る
労
働
者
の
た
め

に
、
労
働
保
険
制
度
の
趣
旨
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
お
早
め
に
加
入

手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

名
瀬
公
共
職
業
安
定
所

�
０
９
９
７
（
５
２
）
４
６
１
１

名
瀬
労
働
基
準
監
督
署

�
０
９
９
７
（
５
２
）
０
５
７
４

　

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金
で
は
、
次
の
方
々
に
内

閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
等
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。

・
旧
軍
人
等
で
恩
給
等
を
受
け
て

い
な
い
恩
給
欠
格
者
の
方

・
終
戦
に
伴
い
本
邦
以
外
の
地
域

か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方

　

請
求
書
類
は
役
場
保
健
福
祉
課

の
窓
口
に
お
い
て
あ
り
ま
す
。
既

に
請
求
さ
れ
た
方
は
、
再
度
請
求

さ
れ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金

�
０
１
２
０
（
２
３
４
）
９
３
３

http://w
w
w
.heiw

a.go.jp

　

交
通
事
故
の
相
談
に
無
料
で
応

じ
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
で
お
悩

み
の
方
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

相
談
日
（
電
話
相
談
可
）　

月
曜

日
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
正

午
・
午
後
１
時
〜
５
時

弁
護
士
相
談
日
（
面
接
可
能
な

方
・
予
約
制
）　

毎
月
第
２
・
４

木
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら

▽
問
い
合
わ
せ
先

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
鹿

児
島
自
動
車
保
険
請
求
セ
ン
タ
ー

�
０
９
９
（
２
５
２
）
３
４
６
６

　

今
年
に
入
り
、
名
瀬
警
察
署
管

内
で
は
窃
盗
事
件
が
１
８
８
件
発

生
し
て
い
ま
す
（
平
成　

年
８
月

１７

末
現
在
）。

　

内
訳
は
侵
入
盗　

件
、
乗
り
物

７２

盗　

件
、
車
上
狙
い　

件
で
す
。

７５

４１

そ
の
内
、
施
錠
が
さ
れ
て
い
た
の

は　

％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

４６

　

喜
界
町
で
は
侵
入
盗
４
件
、
乗

り
物
盗
５
件
、
車
上
狙
い
１
件
が

発
生
し
、
施
錠
率
は　

％
と
、
管

１０

内
で
最
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

出
か
け
る
際
や
車
を
離
れ
る
際

に
は
必
ず
カ
ギ
を
か
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

名
瀬
警
察
署
生
活
安
全
課

�
０
９
９
７
（
５
３
）
０
１
１
０

交
通
事
故
無
料
相
談

労
働
保
険
に
加
入
を

ご存知ですか？検察審査会
◆検察審査会とは
　選挙人名簿をもとにして、くじで選ばれた民間人の代表者（１１人
の検察審査員）が検察官の仕事のやり方を審査するための制度で
す。
◆どんな仕事をするところか
　検察官のした不起訴処分のよしあしを審査するのが、主な仕事で
す。検察審査会はそのために、検察官のつくった不起訴記録を調べ
たり、必要に応じて証人を呼んだり、場合によっては実地検分など
もして、議決をします。その議決を参考にして検事正が事件を起訴
すべきだと考えたときは、起訴の手続きがとられます。
◆気軽にご相談ください。
　詐欺、おどし、交通事故など犯罪の被害にあって、警察や検察庁
に訴えたが検察官がその事件を裁判にかけてくれない、どうも納得
できない。こんな不満をもっている方はいませんか？
　そういう方は、そのまま泣き寝入りしないで、検察審査会にご相
談ください。ご相談やお申し立てについての費用は無料で、秘密は
守られます。気軽に事務局へご相談ください。
　名瀬検察審査会（鹿児島地方裁判所名瀬支部内）
　　　　　　　　　�０９９７－５２－５１４１

最
低
賃
金
６
０
８
円

恩
給
欠
格
者
、
引
揚
者
の
皆
様
へ

住
宅
や
車
に
は
カ
ギ
を



平成１７年１０月号　（１４）

教
育
委
員
会
の
と
び
ら

図書館がより身近に
チャンピオン　　　　　　　　　　　　　　　が一日図書館長体験ク イ ー ン　　　　　　　　　

　

図
書
館
で
は
、
読
書
の
喜
び
や

楽
し
さ
を
体
験
し
、
本
に
親
し
む

習
慣
を
養
っ
て
も
ら
う
趣
旨
で

「
子
ど
も
読
書
の
日
」
に
ち
な
ん

で
、
第
２
回
読
書
マ
ラ
ソ
ン
を
実

施
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
読

書
量
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
に
、

こ
の
期
間
内
に
ど
れ
だ
け
多
く
の

本
を
読
ん
だ
か
を
競
う
も
の
で
す
。

　

趣
旨
を
ご
理
解
頂
く
た
め
に
、

事
前
・
事
後
に
各
学
校
と
も
連
携

を
図
り
な
が
ら
全
面
的
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
内
の
９
小
学
校
の
児
童
５
６

０
人
が
参
加
し
、
１
４
１
人
が
期

限
内
に
カ
ー
ド
を
提
出
、
合
計
１

女
の
子
は
、�
読
書
ク
イ
ー
ン
�
と

名
付
け
て
全
校
児
童
の
前
で
表
彰

し
、�
一
日
図
書
館
長
�
を
任
命
し

ま
し
た
。

　

各
小
学
校
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と

ク
イ
ー
ン
は
、
夏
休
み
期
間
中
に

希
望
す
る
日
の
半
日
、
一
日
図
書

館
長
を
務
め
、
普
段
と
は
違
っ
た

本
と
の
出
会
い
を
体
験
し
ま
し
た
。

こ
の
体
験
を
通
し
て
さ
ら
に
読
書

意
欲
が
高
ま
る
と
と
も
に
図
書
館

を
よ
り
一
層
身
近
に
感
じ
た
よ
う

で
し
た
。

　

各
参
加
小
学
校
の
読
書
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
と
読
書
ク
イ
ー
ン

・
湾
小　

太
田
尾
拓
郎
（
２
年
）

８
３
０
冊
の
本
を

読
み
ま
し
た
。

　

読
ん
だ
本
の
冊

数
を
自
分
の
カ
ー

ド
に
ス
タ
ン
プ
し

て
も
ら
い
、
各
小

学
校
で
一
番
多
く

の
本
を
読
ん
だ
男

の
子
は
、�
読
書

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
�、

・
荒
木
小　

下
薗　

文
香（
３
年
）

・
上
嘉
鉄
小　

澄　

慶
宏（
１
年
）

・
坂
嶺
小　

原
之
園
夏
未（
１
年
）

　
　
　
　
　

原
之
園　

渉（
４
年
）

　
　
　
　

＊
同
冊
数
の
た
め
同
位

・
滝
川
小　
　

篠
原
眞
帆（
２
年
）

・
志
戸
桶
小　

南　

兼
太（
４
年
）

・
阿
伝
小　
　

平　

貴
乃（
６
年
）

・
小
野
津
小

　
　
　
　
　

増
田
早
矢
加（
５
年
）

　

平
成
十
八
年
一
月
三
日
か
ら
七

日
ま
で
四
泊
五
日
の
日
程
で
、
伊

佐
郡
菱
刈
町
お
よ
び
周
辺
市
町
村

に
お
い
て
「
き
か
い
っ
子
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
の
旅
」を
実
施
し
ま
す
。

　

同
事
業
の
趣
旨
は
、「
太
平
洋

戦
争
当
時
、
私
た
ち
喜
界
町
民

が
、
伊
佐
郡
菱
刈
町
に
疎
開
す
る

に
当
た
り
、
菱
刈
町
民
が
混
乱
す

る
世
相
に
あ
り
な
が
ら
、
本
町
町

民
を
深
い
友
情
を
持
っ
て
迎
え
入

れ
、
温
か
く
援
助
し
て
く
だ
さ
っ

た
。
そ
の
菱
刈
町
へ
の
派
遣
を
通

し
て
、
人
間
関
係
が
希
薄
化
し
て

い
る
と
い
わ
れ
る
現
代
に
生
き
る

青
少
年
が
、
異
年
齢
に
よ
る
自
然

体
験
・
異
文
化
体
験
・
共
同
体
験
・

感
動
体
験
を
行
い
、
幅
広
い
視
野

か
ら
郷
土
（
喜
界
島
・
菱
刈
町
・

鹿
児
島
県
）
を
見
つ
め
、
夢
と
希

望
を
持
ち
、
次
世
代
の
喜
界
島
を

担
う
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
青
少

年
の
育
成
を
図
る
こ
と
」。

　

参
加
対
象
は
、
喜
界
町
内
在
住

の
小
学
５
年
生
か
ら
高
校
生
ま
で

の
児
童
生
徒
で
、
野
外
活
動
や
集

団
活
動
に
耐
え
う
る
者
と
し
ま

す
。
募
集
人
員
は
、　

人
程
度

２０

（
小
学
生　

人
、
中
学
生
６
人
、

１１

高
校
生
３
人
）
で
す
。

　

参
加
申
し
込
み
は
、
各
学
校
に

配
布
し
て
あ
る
用
紙
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
生
涯
学
習
課

（
６
５
）
１
１
１
１
ま
で
。

　

表
彰
は
、
総
合
優
勝
は
じ
め
総

合
二
位
、
総
合
三
位
、
Ｂ
ク
ラ
ス

優
勝
、
区
間
賞
、
躍
進
賞
（
チ
ー

ム
の
前
年
度
記
録
を
短
縮
し
た
上

位
三
チ
ー
ム
）、
特
別
賞
（
フ
ァ
ミ

リ
ー
賞
）
が
あ
り
ま
す
。

　

競
技
は
、
各
体
育
協
会
対
抗
と

し
、
チ
ー
ム
数
の
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
多
く
の
町
民
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
生
涯
学
習
課

（
６
５
）
１
１
１
１
ま
で
。

　

図
書
館
で
は
、
十
一
月
後
半
に

「
図
書
館
フ
ェ
ス
タ
」
を
計
画
、

そ
の
中
で
、
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
、

古
本
市
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
家

で
眠
っ
て
い
る
本
・
レ
コ
ー
ド
・

Ｃ
Ｄ
な
ど
、
資
料
と
し
て
活
用
で

き
る
の
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
誠

に
恐
縮
で
す
が
、
図
書
館
ま
で
お

届
け
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
多
す
ぎ
て
運
べ
な
い
と

か
図
書
館
が
遠
く
て
行
け
な
い
な

ど
で
お
困
り
の
方
は
、
図
書
館
の

方
か
ら
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　

電
話
（
６
５
）
０
９
６
２

　

フ
ァ
ク
ス
（
６
５
）
２
５
２
３

中
央
は
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝

い
た
太
田
尾 
拓
郎

君
（
湾
小
２
年
生
）

　
　
　
　
　
　
　
　

「
き
か
い
っ
子

　

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
旅
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�

�
�
�
�
�
�
	


�

　

来
る
十
一
月
二
十
日
（
日
）
に

第
四
十
回
島
内
一
周
駅
伝
競
走
大

会
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
コ
ー
ス

は
、
例
年
通
り
町
役
場
前
ス
タ
ー

ト
の
南
回
り
町
役
場
前
ゴ
ー
ル
の

十
五
区
間　

・　

�
で
す
。
来
年

３２

０９

に
は
町
役
場
が
新
庁
舎
に
移
転
の

た
め
、
こ
の
コ
ー
ス
で
の
大
会
は

今
年
が
最
後
に
な
り
ま
す
。

現
コ
ー
ス
は　
　

　
　

今
年
が
最
後

〜
図
書
館
フ
ェ
ス
タ　
　

　
　

古
本
市
に
向
け
て
〜

＝
第　

回
島
内
一
周
駅
伝
＝

４０

第
２
回
読
書
マ
ラ
ソ
ン



（１５）　平成１７年１０月号

寒
き
日
に
聞
こ
ゆ
る
筈
な
き
蝉
し

ぐ
れ
命
果
つ
ま
で
蝉
と
同
居
す

　
　
　
　
　
　
　
　

向
井　

ト
キ

折
り
紙
の
蝉
を
教
わ
り
喜
べ
ど 
解 と

け
ば
も
う
折
れ
ず
老
い
は
寂
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　

有
村　

道
子

庭
の
木
に
蝉
は
抜
け
殻
置
き
し
ま

ま
短
き
命
ひ
た
と
鳴
き
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田
ヨ
シ
子

庭
先
の
椰
子
の
枯
木
に
く
ま
蝉
の

羽
ふ
る
わ
せ
て
朝
を
歌
ひ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　

平
尾　

チ
ヨ

少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
見
習
い

審
判
員
太
陽
の
熱
独
り
占
め
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　

屋
良
ミ
ノ
子

中
盆
の
読
経
の
つ
づ
く
寺
の
森 
灯 とう

 
明 
揺
ら
ぎ
蝉
か
し
ま
し
き

み
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　

美
代　

イ
シ

視
野
に
入
る 
翠 
の
密
度
日
々
に
増

す
い

し
蝉
鳴
き
続
け
夏
は
長
け
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　

郡　
　

市
子

子
等
去
り
て
ひ
と
り
残
り
し
家
内

に
初
蝉
の
声
遠
く
届
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　

弥
島　

幸
子

こ
の
夏
は
ほ
と
ほ
と
蝉
は
鳴
か
ざ

り
き
庭
に
晩
夏
の
木
漏
れ
日
ゆ
る

る　
　
　
　
　
　
　

林　
　

蓮
香

旅
立
ち
の
証
残
し
て 
空  
蝉 
は
ト
ラ

う
つ 
せ
み

ノ
オ
の
穂
を
し
か
と
�
   

み
ぬ

つ
か

　
　
　
　
　
　
　
　

嶺
倉　

祝
子

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
伝
い
の
ぼ
り
し

 
筑  
波  
嶺 
に
は
る
蝉
の
声
谷
よ
り
聞

つ
く 
ば 

ね

こ
ゆ　
　
　
　
　
　

武
田　

幸
子

　

氏　

名　
 
保
護
者 　

住　

所

豊
島　
 
怜  
志 　

辰
樹　
　

白　

水

れ
い 
じ

平
馬　
 
璃  
空 　

尚
樹　
　

赤　

連

り 

く

幸
得　
 
恵  
祐 　

寛
俊　
　

上
嘉
鉄

け
い 
す
け

有
川　
 
昴  
希 　

尚
伸　
　

赤　

連

こ
う 
き

�
川　
 
輝  
太 　

秀
司　
　

志
戸
桶

こ
う 
た

豊
原　
 
柚  
子 　

芳
宏　
　

大
朝
戸

ゆ 

ず

辻
�　
 
大  
成 　

智
徳　
　
　

湾

た
い 
せ
い

中
山　
 
璃  
玖 　

義
浩　
　

小
野
津

り 

く

上
嘉
鉄　
　

生
田　

常
一　
　

才
８３

中　

里　
　

酒
井
サ
チ
エ　
　

才
６９

赤　

連　
　

黒
田　

清
藏　
　

才
８７

坂　

嶺　
　

木
元　

カ
メ　
　

才
１０３

赤　

連　
　

林
田
千
代
子　
　

才
６４

塩　

道　
　

喜
田　
　

武　
　

才
８８

浦　

原　
　

吉
山　

一
市　
　

才
７８

手
久
津
久　

勇　
　

ま
つ　
　

才
９４

手
久
津
久　

徳
村　

す
ま　
　

才
８６

上
嘉
鉄　
　

徹　
　

久
三　
　

才
７４

上
嘉
鉄　
　

幸
得　

満
吉　
　

才
７９

■
香
典
返
し

地　

治　
　

榊　
　

幸
子

尼
崎
市
武
庫
川
町　

宮
崎
賀
一
郎

中　

里　
　

植
村　

俊
一

小
野
津　
　

松
本
サ
チ
エ

坂　

嶺　
　

木
元
五
十
二

先　

山　
　

吉
山　

正
造

赤　

連　
　

林
田　

園
美

上
嘉
鉄　
　

生
田　

常
雄

赤　

連　
　

黒
田　

靖
夫

父＝武明　母＝友美〈赤連〉

　しっかりものの長女に、
のんびり屋の長男、やん
ちゃな二男。毎日、３人仲
良く遊んでいます。喜界島
で心優しく、たくましく
育ってね�

 久  田 　ちひろちゃん
ひさ だ

（６歳５ヵ月）

　　　 直 　 幸 くん
なお ゆき

（５歳）

　　　 英 　 幸 くん
ひで ゆき

（１歳１０ヵ月）

９
月
届
出

「
気
づ
い
た
ら　

支
え
て　

知
ら
せ
て　

見
守
っ
て
」

　

月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

１１

　
　

月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
。「
お
か
し
い
」
と
感
じ

１１
た
り
、
児
童
虐
待
を
発
見
し
た
と
き
は
、
児
童
相
談
所
（
�
５
３

－

６
０
７
０
）、
福
祉
事
務
所
（
�
６
５－

０
１
１
４
）、
役
場
保

健
福
祉
課
（
�
５
５－

３
４
８
４
）
に
相
談
（
通
告
）
し
て
く
だ

さ
い
。（
通
告
は
義
務
＝
権
利
）

　

あ
な
た
も
児
童
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
員
で
す
。

（平成１７年９月３０日現在）

世帯数……３，８１０戸（△４）

人　口……８，５３６人（△１１）

　男　……３，９８０人（＋１）

　女　……４，５５６人（△１２）

　　（　　）は前月比　　

社
協
だ
よ
り



平成１７年１０月号　（１６）

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

▲

一
発
で
成
功
、
お
見
事
�
（
輪
投
げ
）

▲速い�ダントツの１位（女子４０歳代１００�）

▲ギシギシ、綱がきしむ（志戸桶） ▲重さ３０㎏、パワーと脚力が勝負（運俵リレー）

▲

「
そ
れ
、
引
け
ー
」。
応
援
団
も
力
が
入
る

▲

三
位
一
体
な
ら
ぬ
、さ
ん
み（
坂
嶺
）一
体

▲
一
五
〇
〇
�
走
、
二
年

連
続
新
記
録
の
前
島

隆
太
選
手
（
上
嘉
鉄
）

　

▲
小
野
津
魂
見
せ
て
や
る

▲
負
け
る
な
�
引
け
ー
、

引
け
ー
（
湾
Ｃ
）

▲

隣
の
応
援
団
に
負
け

な
い
ぞ
。
精
い
っ
ぱ

い
声
出
し
て
い
こ
ー


